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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月27日(2017.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外輪と内輪が周方向に所定間隔で配置される複数の静翼により連結される静翼ユニット
において、
　前記外輪の空洞部に設けられる蒸気外輪入口部と、
　前記外輪の空洞部に前記蒸気外輪入口部に周方向に離間して設けられる蒸気外輪出口部
と、
　前記外輪の空洞部内で前記蒸気外輪入口部と前記蒸気外輪出口部とを連通する第１蒸気
通路と、
　を有し、
　前記第１蒸気通路は、前記外輪の空洞部における内周側に沿って配置される、
　ことを特徴とする静翼ユニット。
【請求項２】
　前記第１蒸気通路は、チューブにより構成されることを特徴とする請求項１に記載の静
翼ユニット。
【請求項３】
　前記蒸気外輪入口部は、前記空洞部の一部が一対の入口仕切板により区画される外輪入
口ヘッダと、前記外輪に設けられて前記外輪入口ヘッダに連通する蒸気供給口とを有し、
前記蒸気外輪出口部は、前記空洞部の一部が一対の出口仕切板により区画される外輪出口
ヘッダと、前記外輪に設けられて前記外輪出口ヘッダに連通する蒸気排出口とを有するこ
とを特徴とする請求項１または請求項２に記載の静翼ユニット。
【請求項４】
　前記外輪の空洞部に前記外輪入口ヘッダ及び前記外輪出口ヘッダに隣接してドレン排出
部が設けられ、前記ドレン排出部が前記静翼の中空部に連通されることを特徴とする請求
項３に記載の静翼ユニット。
【請求項５】
　前記内輪の空洞部に設けられる蒸気内輪入口部と、前記内輪の空洞部に前記蒸気内輪入
口部に周方向に離間して設けられる蒸気内輪出口部と、前記静翼内に設けられて前記蒸気
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外輪入口部と前記蒸気内輪入口部を連通する入口連通路と、前記静翼内に設けられて前記
蒸気外輪出口部と前記蒸気内輪出口部を連通する出口連通路と、前記内輪の空洞部内で前
記蒸気内輪入口部と前記蒸気内輪出口部とを連通する第２蒸気通路とが設けられることを
特徴とする請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の静翼ユニット。
【請求項６】
　前記第２蒸気通路は、前記内輪の空洞部における外周側に沿って配置されることを特徴
とする請求項５に記載の静翼ユニット。
【請求項７】
　前記第２蒸気通路は、チューブにより構成されることを特徴とする請求項５または請求
項６に記載の静翼ユニット。
【請求項８】
　ケーシングと、
　前記ケーシング内に回転自在に支持されたロータと、
　動翼の基端部が前記ロータに支持されて前記ロータの周方向に所定間隔で複数配置され
る複数段の動翼ユニットと、
　静翼の基端部と先端部が前記ケーシングに支持されて前記ロータの周方向に所定間隔で
複数配置される複数段の静翼ユニットと、
　を有し、
　前記複数段の静翼ユニットのうちの最終段の静翼ユニットとして請求項１から請求項７
のいずれか一項に記載の静翼ユニットが適用される、
　ことを特徴とする蒸気タービン。
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